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　6月9日（日）、喜屋武漁港で喜屋武ハーリーが盛大に開催
され、大勢の観客でにぎわいました。最初に行われた御願ハ
ーリーを中支部が制し、続く勝負ハーリーでは南支部に勝利を
譲るものの、その後、喜屋武ハーリー特有の競技である2人乗
りハーリー、アガイハーリーも中支部が勝利し、3種目を制した
中支部が、見事、昨年に引き続き総合優勝に輝きました。

　6月9日（日）、ユッカヌヒー（旧暦5月4日）に北名城ビーチで
名城ハーリーが行われました。
　8時30分から御願ハーリーが始まり、後（クシ）ンティー、中
（ナカ）ンティー、前（メー）ンティーの組に分かれ、浜から沖に
ある旗を折り返して浜に戻り、一番エークが木にぶら下げられ
た酒瓶を取るまでが勝負となっています。
　今年は御願ハーリーを前ンティーが制し、見事、昨年の雪辱
を晴らしました。名 喜
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旬の話題をお届け！旬の話題をお届け！

　令和6年度能登半島地震で被災した石川県七尾市を支
援するため、糸満市職員1人が現地へ派遣されるにあた
り、6月5日（水）糸満市役所で激励式を行いました。派遣
される秘書防災課防災係の大城啓太さんは「先発隊の職
員で体調を崩された人もいると聞いていますので、体調に
気をつけながら、糸満市の代表として支援活動を頑張りま
す」と活動への意気込みを語りました。

能登半島地震に係る災害対応職員派遣
一日も早い復興の手助けを

　第14回糸満ハーレー歌大会が6月2日（日）、シャボン
玉石けん くくる糸満で行われ、市内の小学生や保育園児
による創作歌唱や市民による伝統歌唱が披露されました。
大会当日は大勢の保護者らが見守る中、小学生や保育園
児は笑顔で糸満ハーレー歌の合唱を披露しました。また、
日頃の練習の成果を舞台で発揮する出場者、声楽家など
によるゲスト演奏を静かに聞き入る様子が見られました。

第14回糸満ハーレー歌大会
伝統の歌が響き渡る♪

　6月3日（月）、山巓毛で旧暦5月4日の糸満ハーレー
到来を告げる鉦打ちが行われました。鉦打ちを終えた東
恩納博委員長は「旧暦の5月4日に近づき、気持ちが高
まっています。海の恵みに感謝し、海人の航海安全と無
事故大漁、糸満市のさらなる繁栄を祈願して鉦を打ちま
した。ハーレー鉦が鳴ると梅雨が明けると言われている
ので、当日は晴れることを願っています」と話しました。

ハーレー鉦が鳴り響く！
海人の航海安全・無事故大漁を願い

　6月5日（水）、沖縄県消防学校初任科学生の自主防災
会視察研修が西崎ニュータウン自治会自主防災会のもと
西崎ニュータウン集会所で行われました。当日は、自主
防災組織の講演、カレーの炊き出し訓練などが行われま
した。糸満市消防職員として消防学校へ通う進孝介さん
は「地域の防災活動の大切さを知ることができて良い経
験になりました」と研修の感想を語りました。

沖縄県消防学校初任科学生視察研修
消防職員として地域防災を考える

　6月13日（木）、喜屋武小学校体育館で同校5年生、6
年生を対象に普通救命講習が行われました。講習は、4月
3日（水）に発生した台湾東部沖地震を教訓に、災害発生
時において児童が避難所で基礎的な救急対応を行うこと
ができるよう実施され、児童らは糸満市消防本部の職員
から心肺蘇生や人工呼吸の方法、AEDの操作方法を教
わりました。また、講習最後はグループに分かれ一連の流
れを実践し、児童らは交代で心肺蘇生を行い、災害時に
命をつなげられるように真剣に取り組んでいる様子が見ら
れました。講習を受けた6年生の山城舞夏さんは「人を助
けるには、たくさんの人の手が必要だと感じました。これ

喜屋武小学校で児童向け普通救命講習
子どもたちに救急応急の基礎知識を

からAEDを使える人がたくさ
ん増えたらいいなと思いまし
た」と話し、5年生の小堀端未
乙さんは「倒れている人がいた
ら、近くの大人の人を呼びたい
です」とそれぞれの
感想を話しました。

　聴覚障がい者がプレーするデフバレーボール世界選手
権2024沖縄豊見城大会の開会式が、6月20日（木）、シャ
ボン玉石けん くくる糸満で行われました。式典で、関係
者らのあいさつを終えた後は、ろう団体による太鼓演舞
などが披露され、各国選手は手を上げひらひら動かし、
拍手を意味する手話で盛り上がりを伝えました。
　また、6月24日（月）に西崎小学校3年生を対象に、
大会に出場するインド代表の男子選手と交流会が行われ
ました。交流会では手話の事前学習が行われ、児童らは
選手へ手話で「トスとレシーブとアタックはどれが難しい
ですか」など楽しく質問をしました。その後、体育館で選
手の練習を見学した児童らは、歓声が選手に伝わるよう
に手話の拍手をしました。交流会を終え、仲吉礼貴さん
は「手話で質問するのは難しかったけど頑張って覚えまし
た。耳は聞こえないけど、こんなに迫力があるバレーが
できるのはすごいと思いました」と感想を話しました。

デフバレーボール世界選手権2024沖縄
豊見城大会開会式＆市内小学生と交流

世界各国のデフバレーボール選手が沖縄に！


